
2．研究の対象地区の概要

②新町・古町の歴史に対する興味・関心
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住民の意識調査概要

ヒアリング調査概要 市民団体へのヒアリング調査結果

行政へのヒアリング調査結果

分析方法

調査結果 ( クロス集計 )

居住年数に関するテキストマイニング分析

居住年数 5年未満

居住年数 5年未満 居住年数 5年～ 10 年未満

居住年数 40 年以上

居住年数 5～ 10 年未満 居住年数 10 年～ 20 年未満

調査目的

調査目的 活動における課題

住民の現状・課題

歴史に対する興味・関心クロス集計

単純集計 単純集計

クロス集計年齢 居住年数

熊本地震

取り組みへの参加度 ××

市民団体の現状・課題

行政の現状・課題

市民団体から行政への要望 行政側の意見

調査対象

ヒアリング内容

市民団体 行政

調査対象調査方法

調査項目

歴史的景観に対する住民の意識・意見を把握する
新町・古町地区の共通の将来像を検討する手がかりとする
住民参加型まちづくりの仕組みを検討する手がかりとする

新町・古町地区のまちづくりの現状・課題を把握する

研究の目的・流れ背景

住民主体の住民参加型まちづくりの展開

熊本市新町・古町地区における住民のまちづくりに対する意識を把握する
新町・古町地区における住民の歴史まちづくりに対する意識調査

新町・古町地区で活動する市民団体・行政へのヒアリング調査
熊本市新町・古町地区におけるまちづくり活動の現状を把握する

課題解決のための住民参加型歴史まちづくりの提案を行う

歴史まちづくり

まちづくり

住民参加型まちづくりの体制整備

住民参加の課題
住民の意識の課題

依頼書のポスティング

暮らしは気に入っているか
新町・古町の良いところ
新町・古町のこれからも大切にしたいところ
新町・古町の魅力が向上するために必要なこと
将来どんな町になって欲しいか
新町・古町の歴史に対する関心度
歴史的風致維持向上計画の認知度
新町・古町の景観に対する好感度とその理由
新町・古町の景観の変化度
歴史的景観を守るために必要なこと
地域の取り組みへの参加度
町屋や空き地の利活用によって得られる効果
現在の地域の取り組みに参加したいと思うか
取り組みに参加しやすくなるために重要なこと
新町・古町に対する意見

ウェブ上での
アンケート回答

クロス集計 居住年数や年齢の違いによる各項目の
結果の特徴を探る
居住年数の違いによる意見の相違点・
共通点を探る

目的

目的テキストマイニング分析

自由記述の回答 (190 件 ) に対し、「まちに対する印象」「不満」「要望・提案」の項目に
分類し、KHcoder のテキストマイニングを用いた計量テキスト分析を行う。
テキストマイニングにおける共起ネットワークは、共起の程度が高い語を線で結んだ
ネットワーク図を描き、語と語の繋がりを把握できる。

新町・古町地区で活動するまちづくり団体
熊本まちなみトラスト
新町・古町町屋研究会
新町地区
熊本新町獅子保存会
一新まちづくりの会
新町青年会新風連
古町地区
五福ふれあいまちづくりの会
KIMOIRIDON

設立年
市民団体が設立された経緯
設立の目的・目標
市民団体の人数
団体に加入する人の集め方
主な活動内容
主な活動場所
活動頻度
活動による成果
情報発信の方法
住民参加の促進方法
抱える課題 ( 行政への要望 )
後継者の育成

市民団体から行政への要
望に対する回答

・地元に密着した
　まちづくり
・行政内での情報共有
・マンション基準
・マンション規制

参加まちづくり促進の
施策

熊本市都市デザイン課
歴史まちづくり担当者

メンバーの固定化・高齢化
組織を継続する後継者の人材不足

居住年数や年齢に関係なく歴史に対する興味・関心度が高い
新旧住民間での交流がうまく行われていない

まちづくりへの取り組みに参加したことがない住民が多い

メンバーの高齢化に伴う若手不足
マンションに住む新住民との交流が難しい

活動拠点の整備ができていない

住民への情報発信・説明不足による摩擦が生じる
担当者の異動により、市民団体との活動が円滑に行えていない

マンションに住む新住民への呼びかけが
難しく、新住民との交流ができていない

ボランティアでの活動に限界があり、
活動拠点の整備ができていない

コロナウイルスにより、交流が中断・減
少し、イベントの復活ができていない

地域に寄り添い、密着した
まちづくりができていない

活動に参加していなかった住民へ
の情報発信・説明不足が原因であ
る。勘違いによる摩擦が生じてし
まっている。

担当者の異動による情報の引継ぎ
は行っているが、個人差があるた
め、うまく情報共有ができていな
い場合がある。

行政内での情報共有が
出来ていない

市民団体
について

活動
について

＋
追加調査

古町のイベントにて紙媒体
でのアンケート調査を実施

歴史まちづくり法の認定など、歴史まちづくりに
おいても参加型まちづくりが展開されているが、
住民参加が根付いていない現状がある。
そこで、住民の意識に着目し、住民参加型まちづ
くりの現状と課題を明らかにする。

 

 

 

 

 

3．新町・古町地区における住民の意識調査

4．市民団体・行政へのヒアリング調査

6．提案

7．総括

5．新町・古町地区における歴史まちづくりの現状・課題整理

1．研究の背景・目的
研究対象地区：熊本市新町・古町地区

熊本城の城下町として栄え、歴史
ある風景を残している地域

対象地区は令和 2年６月に熊本市
歴史的風致維持向上計画 ( くまも
と歴史まちづくり計画 ) 内の重点
区域城下町地区として指定されて
いる。

新町・古町地区の背景

平成２８年熊本地震発生

町屋などの歴史的建造物の減少

空き地の増加

マンションの増加に伴う新住民の増加

まちなみの変化

地域住民のコミュニティ形態の変化

歴史的風致維持向上計画
重点区域城下町地区

世帯数：8537 世帯
配布戸数：5350 世帯
回答数：498 部 (9.3%)
追加調査回答数：37 部

新町・古町の
魅力について

まちの歴史に
対する興味・
関心について

まちづくりへ
の参加意欲に
ついて

自由記述

①新町・古町の住民の共通の将来像について

“感想 ( まちに対する印象・イメージ )” について

“不満” について

“要望・提案” について

③地域の取り組みに対する参加度

まちの歴史的要素を守っていく
ことが求められている

“賑わいのあるまち” より
“落ち着いた住みやすいまち” を
望んでいる

新町・古町のこれからも大切にしたいところ

これからどんなまちになって欲しいか
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近隣住民同士の繋がりが深いまち

緑豊かなまち
子供の遊び場があるまち

観光地として賑わいのあるまち
商業地域として賑わいのあるまち（お店の充実）

交通の便が良いまち
祭りやイベントなど地域での交流があるまち
400年以上の歴史を感じることができるまち

落ち着いた住みやすいまち
歴史的な建物や町屋を大切にしているまち
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地域住民の繋がり

加藤清正時代からの町割り

親しみあるお店

祭りなどの地域の取り組み

老舗

誰もが自由に暮らせること(寛容性)

いろんな人が楽しく暮らせること(多様性)

町屋や歴史的な建物
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参加したことがない 積極的に参加している

若手不足

新住民との交流

活動拠点の整備

コロナ渦による影響

本研究では、歴史的なまちなみを保存していくための市民参加型まちづくり構築の手がかりとなることを目的に、歴史的風致維持向上計画内の重点
区域城下町地区の住民を対象に歴史まちづくりに関するアンケート調査を行った。そして、実際に新町・古町地区で活動するまちづくり団体に活動
における課題や要望等を聞くことで、歴史まちづくりにおける現状や課題を把握した。 また住民アンケートがより効果的なものになるため、行政に
対して住民の意識調査結果の報告を行った。そして、まちづくり団体から行政に対する要望について、行政側の意見を聞きまちづくり団体と行政の
歴史まちづくりにおける課題をより明確に把握した。

歴史まちづく
り連絡協議会

市民団体 行政

住民意見の提出
活動支援
情報提供

業務委託・活動支援

活動成果・住民意見

活動・交流
の場提供 参加

住民

提案

課題

共通の新町・古町ビジョン
の設定

歴史まちづくり連絡協議会
の設置

・新旧住民間の溝　・市民団体間での連携がない
・まちづくりを行う人の人材不足　・情報発信、共有不足

新町・古町の校区を超えた連携

回答者の 4割以上が取り組みに参加したことがない

居住年数が短いほど取り組みへの参加度が低い
全体の 8割以上
の住民が歴史に
対して興味・関
心がある

住民が参加しやすい環境が生まれ、住民と市民団体との関係が密接になる
ことで、住民参加の協働まちづくりのサイクルが生まれやすくなる。

若い世代を巻き込んだ参加
しやすいまちづくりの展開

共通点 まちに対して歴史を感じる

共通点 古い町並みを残してほしい

マンションに対する不満の相違
熊本地震による景観の変化を意識

しているかどうか

相違点 まちの住みやすさに対する意見

居住年数が 5年未満の住民は「住む」「良い」
という語が共起しており、まちの住みやすさ
についての意見が多い。

熊本地震発生前からまちに住んでいる住民は、地震
による景観の変化を感じていることがわかる。

「古い」に共起している語を見ると、「町並み」「残す」
や「魅力」「繋がる」といった語句が共起しており、
古い歴史的魅力を残し、繋げていくことが求められ
ていることが分かる。

居住年数が 10 年～ 20 年未満の住民側では、「子供」
「遊べる」といった語が共起しており、子育て世代
の意見がみられた。

「マンション」に共起している語句を見ると、居住年
数が 5年未満の住民は、マンションに住んでいる住
民側の視点で、マンション住民の扱いに対する不満
が見られる。
一方で居住年数が５年～ 10 年未満の住民側ではマン
ション増加による景観に対しての不満が見られる。

双方で「歴史」「感じる」という語が共起してお
り、自分たちの住んでいるまちに対して歴史を
感じていることが分かる。

相違点

子供の居場所に対する意見相違点

熊本城

新町地区

古町地区

中心市街地


